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平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成25年度からは、簡易水道事業（湯之沢、三夜沢）を水道事業に統合した。
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平成17年度から資本費平準化債の借入を実施している。

平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。
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平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。
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令和５年度　水道事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

収入合計７５億１，７９８万円

水道施設維持管理費

１１億６，６５６万円

(17.7%)

県央水道受水費

１７億２，６４３万円

(26.1%)

減価償却費等

２４億５，７４８万円

(37.2%)

支出合計６６億７７１万円

支払利息

１億６，９８５万円

(2.6%)

(  )内は構成比

職員人件費

４億６，３３７万円

(7.0%)

水道料金

６３億７，８６０万円

（84.9%)

加入金及び負担金

４億２，４６５万円

(5.6%)

長期前受金戻入

６億３，８９２万円

(8.5%)

その他

７，５８１万円

(1.0%)
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

収入合計２７億８，１１３万円

（補てん財源を除いた合計）
支出合計５７億３，３２６万円

企業債

２３億２，２８０万円

(83.5%)

工事負担金

３億８，５１５万円

(13.9%)

一般会計出資金等

２，７９９万円

(1.0%)

国庫補助金

４，５１９万円

(1.6%)

【補てん財源とは】

資本的収入が資

本的支出に不足

する場合に企業

内に留保している

資金で不足額を

補てんするもの。

(  )内は構成比

補てん財源

（支出合計-収入合計）

２９億５，２１３万円

事務費等

３億３，６５３万円

(5.9%)

配水管や浄水場施設

の建設改良費あああ

２０億８，０５９万円

(36.3%)

耐震管整備費

３億４，８６３万円

(6.1%)

企業債償還金

１１億５，７５２万円

(20.2%)

税込み

一般管理費等

６億２，４０２万円

(9.4%)

純利益

（収入合計－支出合計）

９億１，０２７万円

管網整備費

１億１，１２０万円

(1.9%)

施設等更新費

１６億９，８７９万円

(29.6%)
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重要給水施設管路耐震化事業（3億4,863万円）

平成27年度から敷島浄水場全体の更新について進

めています。

令和2年度に新配水塔が完成し、令和4年度からは新

配水池の更新工事に着手しています。

新配水池の更新工事は、令和4年度から令和6年度

に渡る3か年の事業になります。

【工事費】

R4：1億9,354万円

R5：11億1,504万円

R6：6億542万円

水道事業会計の主な事業（令和５年度当初予算案）（税込）

【重要給水施設】 ①群馬県庁②前橋市役所③消防局中央消防署④水道局

⑤大胡支所⑥宮城支所⑦粕川支所⑧富士見支所⑨グリーンドーム前橋⑩前

橋赤十字病院⑪群馬大学病院⑫済生会病院⑬群馬中央病院

※R5年度予定箇所：①、⑦、⑧、⑫、⑬（①は既設管路の廃止作業）

※R4年度までの完了箇所：①、④、⑨、⑪

敷島浄水場更新整備事業（11億1,504万円）

配水管の耐震化の様子

施設等更新事業（5億1,230万円）

更新時期を迎える、浄水施設等の更新を順次進めます。

【主な更新事業】

①荻窪受水場の築造工事 1億5,000万円 （総額4億2,378万円 ＜R3～R5年の3か年で実施＞）

②上柴配水場の築造工事 2億777万円 （総額3億6,300万円 ＜R4～R6年の3か年で実施＞）

③清里浄水場の詳細設計 3,000万円 （総額3,630万円 ＜R4～R5年の2か年で実施＞）

④中之沢浄水場の築造工事 1億2,453万円 （総額13億円 ＜R5～R7年の3か年で実施＞）

敷島浄水場の浄水施設配置案

配水塔 R2完成

配水池

R4～R6築造工事

ポンプ室

R7～R9築造工事

地域防災計画等を参考に、災害時に特に重要と考えられる施設（災害拠点病院4箇所、災害対策本部など

9箇所）を重要給水施設と位置づけ、災害時でも給水できるように供給ルートの耐震化を図ります。

（事業計画はR1～R11年度からR1～R7年度へ圧縮）
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令和５年度　下水道事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

下水道使用料

３２億７，６４３万円

(43.9%)

一般会計からの繰入金

（雨水処理経費等）

２９億６４９万円

(39.0%)

長期前受金戻入

１２億６，３３７万円

(16.9%)

その他

１，３５３万円

(0.2%)

職員人件費

３億７３２万円

(4.2%)

下水道管や下水処理施設

の維持管理費

１８億５,８４９万円

(25.7%)

流域下水道（県）への

汚水処理負担金

１０億１，０００万円

(14.0%)

減価償却費等

３３億１，１６０万円

(45.8%)

支払利息

４億５，９３４万円

(6.3%)

一般管理費等

２億９，１０６万円

(4.0%)

純利益

(収入合計-支出合計)

２億２，２０１万円

収入合計７５億２，８７２万円収入合計７４億５，９８２万円(  )内は構成比 支出合計７２億３，７８１万円
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

企業債

１６億６，０７０万円

(61.7%)

国県補助金

４億８，５８０万円

(18.0%)

負担金・出資金等

４億５，２３０万円

(16.8%)

(  )内は構成比

受益者負担金・分担金

９，２９７万円

(3.5%)

補てん財源

（支出合計-収入合計）

２７億５，４５９万円

収入合計２６億９，１７７万円

（補てん財源を除いた合計）

支出合計５４億４，６３６万円

下水道管の新設や

更新事業費

１３億７，８３８万円

(25.3%)

雨水対策費

１億３００万円

(1.9%)

事務費等

３億４，２７９万円

(6.3%)

企業債償還金

２９億２，３２９万円

(53.7%)

税込み

流域下水道建設費

１億３，４９０万

円(2.5%)

下水道処理施設の

建設改良費

５億６，４００万円

(10.3%)

【補てん財源とは】

資本的収入が資本

的支出に不足する場

合に企業内に留保し

ている資金で不足額

を補てんするもの。
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水質浄化センター及び周辺施設平面図

下水道事業会計の主な事業（令和５年度当初予算案）（税込）

処理場・ポンプ場施設の維持管理（12億8,703万円）

水質浄化センター（六供町）は、昭和38年に運転を開始し、現在、処理面積1,171.6ha、処理能力

は、84,200 /日となっています。
また、赤城山大洞処理場は、大沼周辺の47ｈａが処理面積で、昭和63年に運転を開始し処理能力

は、1,000 /日となっています。
なお、中継ポンプ場は市内に10か所設置されており、汚水等を処理場へ円滑に流下させるために重

要な役割を担っています。

管渠新設事業（9億3,428万円）

下水道ストックマネジメント計画事業

（4億4,410万円）
ストックマネジメント計画に基づき、老朽管の改築・更新

事業を進めます。

水質浄化センター更新に向けた事業者選定募集要項

等作成に係るアドバイザリー業務を委託するとともに、六

供温水プール解体の実施設計業務やコミュニティクラブ

移転・新築工事の費用を一般会計に支払います。

水質浄化センター更新事業

（1億1,243万円）

処理場建設事業（3億2,857万円）

下水道施設台帳データ更新業務を実施するとともに、

水処理施設等関連工事及び1系炭化炉乾燥汚泥供給

装置更新工事を行います。

天川ポンプ場の既存圧送管調査設計業務を行うととも

に、敷島汚水中継ポンプ場の受変電設備の更新工事な

どを行います。

ポンプ場建設事業（1億2,300万円）

流域関連公共下水道事業計画に基づき下水道幹線

及び枝管の管渠布設を行い、快適な生活環境の改善と

公共用水域の水質保全を図ります。

・駒形町、田口町、荻窪町 他

延長3,699m、面積14.35ha

・土地区画整理区域内(二中地区（第一）、千代田町三丁目地区、駒

形第一地区、文京町四丁目地区、元総社蒼海地区、富士見町小暮地

区)の下水道管整備に伴う工事負担金

◆下水道処理人口普及率

◆R3年度末現在

※汚水処理人口普及率：公共下水道、農業集落排水、

合併処理浄化槽、地域し尿を含めた普及率

71.8%

80.6%

R1年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度末見込 R5年度末見込

71.4% 71.5% 71.6% 71.7%

下水道処理人口普及率

汚水処理人口普及率※ 94.4% 83.1% 92.6%

前橋市 群馬県 全国平均

71.6% 55.4%

敷島汚水中継ポンプ場天川ポンプ場
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令和５年度　農業集落排水事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

農業集落排水処理施設

使用料

２億９，９８６万円

(20.0%)

一般会計からの繰入金

（汚水公費等）

５億５，３７９万円

(37.0%)

長期前受金戻入

６億１，４９７万円

(41.1%)

その他

２，８６２万円

(1.9%)

職員人件費

２，４７６万円

(1.8%)

排水管や排水処理施設

の維持管理費

３億９,５５５万円

(28.3%)

減価償却費等

８億６，５０５万円

(62.0%)

支払利息

７，３３０万円

(5.2%)

一般管理費他

３，７０７万円

(2.7%)

純利益

(収入合計-支出合計)

１億１５１万円

収入合計７５億２，８７２万円収入合計１４億９，７２４万円(  )内は構成比 支出合計１３億９，５７３万円
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

企業債

２億９，７３０万円

(54.0%)

国県補助金

９，３００万円

(16.9%)

補助金・出資金

１億３，８８１万円

(25.2%)

(  )内は構成比

分担金

２，１００万円

(3.8%)

補てん財源

（支出合計-収入合計）

２億３，１５９万円

収入合計５億５，０１１万円

（補てん財源を除いた合計）

支出合計７億８，１７０万円

排水管の新設や

更新事業費

１億８，０１６万円

(23.1%)

事務費等

４，０６５万円

(5.2%)

企業債償還金

４億４，７５０万円

(57.2%)

税込み

農業集落排水処理施設

の建設改良費

１億１，３３９万円

(14.5%)

【補てん財源とは】

資本的収入が資本

的支出に不足する場

合に企業内に留保し

ている資金で不足額

を補てんするもの。
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農業集落排水事業会計の主な事業（令和５年度当初予算案）（税込）

排水処理施設の維持管理（3億5,378万円）

農業集落排水施設は、小規模集合処理方式の汚水処理施設で、昭和５４年度から供用開始となりました。現在、本市

では全部で１９か所の農業集落排水処理施設を維持管理しています。

《処理施設》

前橋東部地区（小屋原町）、公田地区（公田町）、下増田地区（下増田町）、上増田地区（上増田町）、

大室地区（東大室町）、今井地区（上増田町）、二之宮地区（新井町）、樋越地区（樋越町）、稲里地区

（粕川町新屋）、新屋地区（粕川町深津）、込皆戸地区（粕川町込皆戸）、馬場地区（馬場町）、荒砥北部地

区（二之宮町）、米野地区（富士見町米野）、横引地区（富士見町横室）、市之木場地区(富士見町引田）、

石井地区（富士見町石井）、富士見東部地区（富士見町小暮）、白川東地区（富士見町小暮）

※（）内は処理施設の所在地

管渠新設事業（3,500万円）

改築更新事業（1億4,516万円）

小屋原集落排水処理施設（前橋東部地区）の不明

水対策として、管の更生工事を行います。

《令和５年度実施事業》

管路施設実施設計業務： 506万円

機能強化管路工事 ：1億4,000万円

補償費 ： 10万円

処理場建設事業（1億549万円）

処理場の整備や統廃合に関連する事業及び老朽化

した処理施設の更新工事を実施します。

《令和５年度実施事業》

・最適化整備構想策定業務 ： 671万円

（荒砥北部地区）

・維持管理適正化計画策定業務 ： 2,167万円

（荒砥北部・稲里・新屋地区）

・処理施設更新工事 他 ： 7,711万円

各地区において、水中ポンプ等機器の更新工事を行い

ます。

《令和５年度実施箇所》

大室地区、今井地区、樋越地区、石井地区

ポンプ場建設事業（789万円）

集落排水処理区域内における新規加入者の本管への

取付工事を行います。

《令和５年度実施事業》

取付管設置工事 50万円/件×70件＝3,500万円

◆下水道処理（農排）人口普及率

◆R3年度末現在

※汚水処理人口普及率：公共下水道、農業集落排水、

合併処理浄化槽、地域し尿を含めた普及率

汚水処理人口普及率※ 94.4% 83.1% 92.6%

前橋市 群馬県 全国平均

8.5％ 6.1％

8.5％

2.5％

R1年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度末見込 R5年度末見込

8.5％ 8.5％ 8.5％ 8.5％

下水道処理（農排）人口普及率

稲里地区集落排水処理施設 新屋地区集落排水処理施設

＋

を

に統合予定計画

令和５年度 予算要求

農山漁村地域整備交付金（農業集落排水事業）

前橋東部地区 計画一般図
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